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要 約 

新型デミオは新世代商品の第4弾として，これまで培ってきたSKYACTIV 技術，魂動デザインを継承・進

化させ，今回は「クラス概念を打ち破る」ことにチャレンジした。スタイリングにおいてはコンパクトカーの

サイズに魂動デザインを巧みに具現化。インテリアではコンパクトカーとは思えない品質感の実現にチャレン

ジした。新開発の小排気量クリーンディーゼルエンジン「SKYACTIV-D 1.5」を搭載し，新世代商品群の設

計思想をベースとしシャシー，ボデーもコンパクトカーセグメント向けに新開発することで，走りと燃費性能

の高い次元での両立を実現した。また，骨格を見直すことで最適なドライビングポジションや運転視界を実現

し，安心感をもたらすHMI（Human Machine Interface）や先進安全技術の展開により，低燃費性能による

長い航続距離と相まって，コンパクトカーにもかかわらず安心で快適な長距離ドライブ性能を提供する。 

Summary 
As the forth new generation product, the all-new Demio challenged to “break through the class stand-

ard” by inheriting and evolving SKYACTIV technologies and KODO design that have been cultivated in 

Mazda. For the styling, the KODO design was skillfully embodied in the compact body, while above-the-

class quality feel was realized in the interior. With the small clean diesel engine, SKYACTIV-D 1.5L, and 

the newly developed body for B-segment as well as the chassis embodying the engineering concept of new 

generation products, both the vehicle driving performance and fuel efficiency were realized at a high level. 

Also, the renewed framework allowing optimum driving position and visibility together with HMI (Hu-

man Machine Interface) and advance safety technologies, safe and comfortable driving was realized, 

whose distances tend to get longer due to the high fuel efficiency.   

 

 

1. はじめに 

今回の新型デミオは「CX-5」「アテンザ」「アクセ

ラ」に続き，更に進化させた魂動（こどう）デザインと

SKYACTIV 技術を全面的に採用した新世代商品の第4弾

である。新型デミオはマツダの4本のブランドピラー最後

の1本であり，この成功により初めてブランド構築の礎が

完成するという，マツダにとって非常に重要なモデルの一

つである（Fig. 1）。 

 一方，デミオは1996年のデビュー以来，常に「コンパ

クトカーの常識を打ち破る」ことにチャレンジしてきた。

初代は機能的で広々とした室内空間を，2代目はコンパク

トカーとは思えない走行性能を，3代目はスポーティなス

タ 

 

 
Fig. 1 New Generation Products 



 

－4－ 

マツダ技報 No.32（2015）

 
Fig. 2 History of Demio  

 

タイリングを，と常に新しい価値を提案してきた。4代目

である今回の新型デミオもこれまでのモデルと同様，常識

を打ち破ってコンパクトカーセグメントに新しい価値を提

案することにチャレンジした（Fig. 2）。 

2. チャレンジと志 

新型デミオが今回チャレンジしたのは「クラス概念を

打ち破る」。サイズが大きくなるほどクルマの価値が上が

るという既成のクラス概念を打ち破り，経済性だけではな

く，デザイン，走り，機能性など全ての面でお客様に心か

らの誇りを持って所有いただけるコンパクトカーを目指し

た。 

このチャレンジの実現に向け，よりサイズの大きなこ

れまでの新世代商品で一貫して培ってきたクルマ造りの考

え方や技術の全てを進化させつつ，コンパクトなボデーに

凝縮するという難題に取り組んできたが，この難題にチー

ム全員が一丸となって取り組むために，開発当初に「志」

を立てた（Fig. 3）。 

新型デミオはまさしくコンパクトカーであるので，守

るべき価値はしっかり守った上で，これまで仕方なく行っ

てきたコンパクトカーゆえの妥協や言い訳は一切せず，コ

ンパクトカーなのにここまでするか，といった価値を追求

する，そういう「志」である。 

この「志」を共有化することによりチームの方向性はぶ

れることなく，クラス概念を打ち破るコンパクトカーを世

の中に送り出すことができた。 

 

Fig. 3 Product Aspirations of New Demio 

3. ターゲットカスタマとコンセプト 

新型デミオのターゲットカスタマは「楽しさの徹底的な

追求」と「良識に基づいた行動」の二面性を融合させた独

自の世界観を楽しむ，流行に敏感な若年層である。彼らは

創造性を発揮しながら仲間との刺激的な体験を通じ，成長

を思い浮かべた自負心に満ち溢れていることを理想として

おり，新型デミオは，発信・体験・成長という3つのタッ

チポイントで，彼らが強い絆を感じる価値を提供する。 

商品コンセプトは「Inspiring Lifestyle Compact」。信

じることを楽しさに変える若者に，理性と感性を強く刺激

する新たな体験を提供し共に成長をするクルマ，である。 

4. ブレイクスルーポイント 

以上のようなターゲットカスタマに対して，今回，新型

デミオで打ち破ったクラス概念は次の3点である。 

 

4.1 スタイリングと品質感 

スタイリングは，デザインコンセプトカー「マツダ靭（

SHINARI）」に代表されるのびやかな魂動デザインを，

コンパクトカーである新型デミオでいかに表現するかがブ

レイクスルーポイントであった（Fig. 4）。 

魂動デザインのフィロソフィをコンパクトカーのサイズ

で解釈し，エネルギーの凝縮によって生み出される爆発的

な前進感を骨格から練り直し表現することで，クラスを超

越する存在感と生命感にあふれるスタイリングを実現した

（Fig. 5）。 

インテリアにおいては，空間構成・造形・質感・カラー

コーディネーションなど全てを変革し，コンパクトカーと

は思えない品質感を実現している（Fig. 6）。 

また，新型デミオでは「スタイルコレクション」という

キーワードで，多彩なターゲットカスタマをイメージして

複数の世界観を表現することにチャレンジした（Fig. 7）。  

 

             
Fig. 4 Expression of KODO Design 
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Fig. 5 Exterior Design 

 

 
Fig. 6 Interior Design 

 

 
Fig. 7 Style Collection 

 

4.2 走りと燃費 

新型デミオでは，走る歓びと優れた環境・安全性能を両

立する「スカイアクティブ テクノロジー」において，こ

れまでの新世代商品の設計思想を継承しながら，全てをコ

ンパクトカーセグメント向けに新開発した。 

エンジンはグローバルで次の3つを用意した（Fig. 8）。 

1つ目は新開発の小型ディーゼルSKYACTIV-D 1.5。 

このエンジンは1200rpmから2.5Lガソリンエンジン並み

の最高トルクをフラットに発生し5000rpmオーバまでス

ムースに回り，のびやかで軽快な走りを実現する（Fig. 

9）。 

2つ目は新開発の1.3LガソリンSKYACTIV-G 1.3。 こ

れまでと同様，低燃費はそのままに，高出力化で走りの性

能を向上した。 

 
Fig. 8 SKYACTIV Engine 

 

 
Fig. 9 Engine Torque 

 

 
Fig. 10 Drive Selection 

 

3つ目はアクセラで導入済のSKYACTIV-G 1.5。ガソリ

ンのAT車には「Drive Selection」というモードスイッチ

を用意し，SPORTモードに切り替えることにより，ギヤ

および燃料のマップを変更し加速性能をサポートする。こ

れにより，例えば混雑した高速道路への流入時の安心感を

向上している（Fig. 10）。 

オートマチックトランスミッションはガソリンエンジン

用とディーゼルエンジン用に2タイプを用意した。いずれ

も6速で，小型・軽量化や抵抗の低減，ロックアップ領域

の拡大などにより燃費性能の向上とともにダイレクト感を

強化した。 

マニュアルトランスミッションはこれまでにはなかった

5速をガソリン車に新設定。6速同様，ショートストロー

クとし，SKYACTIV-MTならではの軽快で小気味よいシ

フトフィールを踏襲した。 
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4WDシステムはCX-5から採用している，路面状況に応

じて前後のトルク配分を自動的に制御する「アクティブオ

ンデマンド方式」を採用。4WDモデルの走破性と車両の

走行安定性を大きく向上させた。 

グローバルでのパワートレインラインナップをTable 1に

示す。 

新型デミオは，パワートレインだけでなく，ボデー，シ

ャシーなど全てのSKYACTIV 技術を進化させることで，

走りと燃費を更に高い次元で両立している。 

特に燃費については，モード燃費のみならず，他の

SKYACTIV パワートレインと同様，お客様が実際に使用

される中での実用燃費で高い実力を発揮できるよう，クル

マトータルでの造り込みを行った。 

 

Table 1 Powertrain Line Up 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 長距離ドライブ性能 

これまでのコンパクトカーは，主に市街地走行を重視し

長距離ドライブ性能についてはプライオリティを下げる傾

向にあった。 

新型デミオでは，長距離ドライブは当たり前な，より大

きな車からのダウンサイジングを検討されるお客様にも満

足いただけるよう，長距離ドライブに関わるさまざまな性

能を総合的に向上させた（Fig. 11）。 

アンダ・アッパボデーとも，骨格を一から見直し，アテ

ンザやアクセラで体現した新世代商品の思想をコンパクト

なサイズでも実現した。これによりクラスを問わず人間中

心のクルマ造りを追求し，最適なドライビングポジション

や優れた視界を実現している。 

安心・安全においては，コンパクトカーといえども妥協

せず，先行する新世代商品が採用した先進安全技術群を展

開している。新型デミオが採用している先進安全技術を

Fig. 12 に示す。HMIにおいても，アクセラから展開され

たアクティブドライビングディスプレイおよびマツダコネ

クトを，コマンダも合わせて新型デミオでも展開している

（Fig. 13）。 

また，今回骨格を見直したことで燃料タンク容量を拡大，

SKYACTIV エンジンの低燃費と相まって，これまでの新

世代商品同様，1000kmオーバの航続距離（モード燃費×

燃料タンク容量）を実現した（Fig. 14）。 

 

 

 

 
Fig. 11 Long Distance Drive 

 

 
Fig. 12 Advanced Safety Technology 

 

 
Fig. 13 HMI of New Demio 

 

 
Fig. 14 Driving Range 
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5. 新型デミオの提供価値 

新型デミオがお客様に提供する価値としてまとめると次

のようになる。 

まず，メインターゲットである運転経験の少ない若年層

のお客様には，運転中の不安を少しでも解消し，逆に余裕

を感じていただくことで運転の楽しさに目覚めていただく。 

次に，より大きなサイズのクルマを含めて，さまざまな

クルマを経験されてきたようなお客様には，今まで乗って

いたクルマ同様，クラス概念を打ち破った“安心感”と

“満足感”を感じていただく。 

そして，新型デミオに乗っていただける全てのお客様に

は，ワクワクする「スタイリングと品質感」，高い次元で

両立した「走りと燃費」，そしてどこまでも行きたくなる

「長距離ドライブ性能」によって「笑顔」と「楽しさ」を

提供する。 

6. おわりに 

新型デミオは，新生マツダブランドのDNAをこのコン

パクトなボデーに凝縮するとともに，デミオブランドの真

骨頂である「常識を打ち破る！」に今回もチャレンジし体

現することで，コンパクトカー市場に一石を投じるモデル

を送り出すことができたと自負している。 

 

■著  者■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土井 歩 野間 幸治 柴田 恵一郎 

西河内 研 磯部 太郎 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


